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た
め
池
は
、
人
の
手
で
守
ら

れ
て
き
た
貴
重
な
資
源
と
し
て

『
里
池
』
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
池
を
地
域
で
保
全
す

る
活
動
「
い
な
み
野
た
め
池
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
」
の
支
援
は
、

施
政
方
針
で
も
約
束
さ
れ
て
い

る
。
町
内
に
は
12
の
た
め
池
が

残
さ
れ
て
お
り
、
３
か
所
で
協

議
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、

な
か
な
か
広
が
ら
な
い
現
在
、

い
か
に
設
立
を
支
援
す
る
の
か
。

具
体
的
な
支
援
は
、
金
銭
的

支
援
・
会
合
へ
の
出
席
に
よ
る

情
報
提
供
・
事
業
支
援
な
ど
。

協
議
会
の
設
立
は
、
町
が
率
先

す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
か

ら
の
発
意
に
対
し
て
相
談
に
応

じ
て
い
き
た
い
。
支
援
の
窓
口

は
、
今
後
と
も
住
民
グ
ル
ー
プ

が
行
う
が
、
グ
ル
ー
プ
間
の
連

携
が
必
要
な
ケ
ー
ス
で
は
、
内

部
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

「
地
球
温
暖
化
率
先
実
行
計

画
」
に
は
、
平
成
19
年
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
数
値
目
標

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
達
成
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
庁
内
の

推
進
体
制
は
、
誰
を
本
部
長
と

し
て
（
策
定
当
時
は
助
役
）
何

に
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

さ
ら
に
、
今
年
度
で
途
切
れ

て
い
る
実
行
計
画
は
次
年
度
以

降
の
策
定
を
目
指
し
、
休
止
中

の
環
境
審
議
会
の
活
用
は
考
え

ら
れ
な
い
の
か
。

削
減
目
標
は
、
塵
芥
処
理
セ

ン
タ
ー
の
削
減
が
貢
献
し
て
達

成
し
て
い
る
。
な
お
、
実
行
計

画
期
間
中
に
組
織
が
改
正
さ
れ
、

推
進
体
制
の
整
備
や
情
報
の
公

開
ま
で
行
き
届
い
て
い
な
い
。

早
計
な
実
行
計
画
の
策
定
を
す

ぐ
に
は
答
え
ら
れ
な
い
が
、
今

後
、
審
議
会
へ
諮
問
す
べ
き
か
、

行
政
が
率
先
す
る
自
主
的
な
取

り
組
み
も
含
め
て
検
討
す
る
。

住
民
は
、
町
長
と
直
接
対
話

で
き
る
こ
と
で
、
地
域
課
題
の

解
決
、
提
案
や
要
望
が
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

今
年
度
は
自
治
会
員
と
の
行

政
懇
談
会
を
取
り
や
め
て
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
が
、
な
ぜ
方
針
を
変
え
た
の

か
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

更
に
、
要
望
な
ど
に
関
し
て

は
、
○ａ
す
ぐ
に
実
行
○ｂ
検
討
後

に
実
行
○ｃ
将
来
的
に
検
討
○ｄ
目

途
が
立
た
な
い
、
な
ど
と
分
か

り
や
す
く
回
答
で
き
な
い
か
。

行
政
懇
談
会
は
45
自
治
会
で

開
催
し
、
延
べ
千
三
百
人
の
方

が
参
加
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
５
月
以
降
６
回
開
催
し
、

延
べ
百
五
人
の
方
が
参
加
。

提
案
に
対
す
る
町
側
の
見
解

は
、
広
報
で
は
誌
面
に
限
り
が

あ
り
示
せ
な
い
。
な
お
、
自
治

会
に
は
個
別
に
回
答
し
て
い
る
。

▲貴重な資源を地域と共に守ることが望まれる

ため池協議会の設立支援を
答弁＝地域での話し合いから

答
弁
＝
枡
田
理
事

答
弁
＝
山
下
副
町
長

早
計
に
は
示
せ
な
い

答
弁
＝
清
水
町
長

幅
広
い
住
民
の
声
を
聞
く

緑
生
会福

原
　
隆
泰

率
先
し
た
温
暖
化
防
止
を

対
話
型
行
政
の
成
果
は

町
が
新
し
い
施
策
を
進
め
る

と
き
、
審
議
会
な
ど
に
意
見
を

求
め
、
あ
る
い
は
、
諮
問
に
つ

い
て
追
認
を
求
め
る
訳
で
す
。

そ
の
審
議
会
、
委
員
会
を
立
ち

上
げ
る
と
き
、
各
グ
ル
ー
プ
が

選
考
基
準
、
要
綱
に
基
づ
き
個

別
に
人
選
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

各
種
団
体
に
安
易
に
委
員
を
ゆ

だ
ね
て
い
な
い
か
。

住
民
か
ら
広
く
人
材
を
求
め

る
た
め
に
広
報
で
募
る
か
、
各

自
治
会
推
薦
に
よ
っ
て
、
よ
り

深
く
人
材
の
発
掘
に
努
め
、
そ

の
人
々
を
登
録
す
る
べ
き
で
は
。

ま
た
、
各
々
の
分
野
（
趣
味
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）
の
人
材
名
簿

を
作
成
し
、
活
用
す
る
よ
う
に

し
て
は
。

審
議
会
な
ど
の
人
選
の
方
法

は
、
自
治
会
推
薦
が
最
も
多
く
、

次
に
担
当
グ
ル
ー
プ
で
直
接
お

願
い
す
る
ケ
ー
ス
や
、
商
工
会

な
ど
の
各
種
団
体
に
そ
の
都
度

推
薦
を
依
頼
し
て
い
る
。
公
募

委
員
の
選
任
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
応
募
が
少
な
く
、
よ

り
多
く
の
応
募
を
期
待
し
、
大

歓
迎
す
る
。

各
々
の
分
野
に
お
い
て
は
、

中
央
公
民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
21
は
り
ま
、
コ
ミ
セ
ン
の
各

種
団
体
に
指
導
を
お
願
い
し
て

い
る
。

本
町
は
、
大
中
遺
跡
、
あ
る

い
は
日
本
で
初
め
て
新
聞
を
発

行
し
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
生
誕

の
地
で
す
。
こ
の
よ
う
に
他
市

町
に
誇
れ
る
も
の
が
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
大
い
に
発
信
す
べ
き

と
の
思
い
か
ら
、
町
の
玄
関
口

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
標
識
の
類

「
大
中
遺
跡
の
ま
ち
播
磨
町
」

な
ど
を
立
て
て
み
て
は
。

駅
南
広
場
は
い
ろ
い
ろ
な
着

想
に
基
づ
き
整
備
に
努
め
て
い

る
。
中
島
に
お
い
て
は
、
古
代

悠
久
の
雰
囲
気
を
出
す
部
分
で

あ
り
、
景
観
を
害
す
る
文
字
は

避
け
た
い
。
標
識
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
全
体

的
な
検
討
を
す
る
。

本
町
は
、
阪
神
方
面
へ
の
通

勤
圏
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多

く
の
勤
労
者
が
こ
の
地
を
定
住

地
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
。
そ

の
人
た
ち
が
、
定
年
退
職
を
機

に
墓
の
事
を
考
え
る
人
も
い
る
。

町
営
墓
地
を
整
備
す
る
考
え
は
。

本
町
は
、
土
地
的
に
制
約
が

あ
り
非
常
に
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。
近
隣
市
町
と
の
共
同
墓

地
に
つ
い
て
も
同
様
に
思
っ
て

い
る
。

▲下水道運営委員会で熱心に議論する委員

審議会などは広く人材を
答弁＝人選はいろいろなケースが

藤
原
　
秀
策

答
弁
＝
枡
田
理
事

非
常
に
難
し
い
問
題

答
弁
＝
清
水
町
長

土
山
駅
南
ロ
ー
タ
リ
ー
に

町
営
墓
地
に
つ
い
て

答
弁
＝
木
村
理
事

全
体
的
な
検
討
が
必
要


